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学位論文内容の要旨

  森林は生物多様性保持を含む多面的な環境機能を有し、様々な生態系サーピ
スを提供する。しかし、農地開発による天然林の伐採などによってその機能低
下が危惧されている。また放棄農地は各地で発生しており、その生態系管理は
重要な課題となっているが、社会科学と生態学を包括した分野であるため複雑
である。先行研究において、放棄農地における植生回復は数10年の単位で速や
かに起こることが、主に熱帯林地域で報告されている。植生の回復は土地改変
の度合いや残存する周辺植生に依存し、強度の土地改変を受けた放棄牧草地の
植生回復にはいくっかの阻害要因があることが明らかにされている。複数の阻
害要因が複合的に作用することから、植生回復を目的としたより積極的な再生
手法の検討が求められている。本研究は、開拓という人為的影響を受けた針広
混交林開拓跡地における植生回復と森林再生手法を生態学的知見に基づいて評
価し、示唆を得ることを目的とした。
  第1章では、研究対象地である知床半島西部に位置する岩尾別・幌別開拓跡
地の植生概要を説明するとともに、土地利用史を文献調査によってまとめ、社
会環境の変化と土地利用の関係について考察した。研究対象地における原生林
の伐採と農地への転換、放棄牧草地の発生および植林運動は社会環境の変化と
共に起こっていた。社会経済的混乱期における土地利用政策が地域的な放棄地
を発生させ、また離農政策や自然保護政策への転換が植林運動へとっながって
いることが示唆された。
  第2章では、森林再生を目的として行われる植林が植生回復に及ぼす効果に
ついて検証した。開拓跡地の植生履歴を把握するために戦後開拓以降の空中写
真から植生変遷図を作成し、地理情報システムを用いて植生変化の定量的評価
を行った。推移行列モデルによって（I）開拓期、（H）放棄期、（III）植林期
における植生面積の時間変化をモデル化した。その結果、戦後開拓期に著しく
減少した森林植生の回復について、放棄期と植林期では大きな違いはみられな
かったが、集中的な植林は放棄牧草地と開拓後面積を拡大したササ地の面積減



少に寄与していた。また群落調査の結果から開拓跡地の植生は8群落に分類さ
れ、追跡調査から20年間の種組成の変化が明らかになった。序列化スコアでは
植栽後およそ40年経過したカラマツ（工ロrzxぬempferi)植林地の種組成は針広
混交林の種組成に近づいていた。このことから、植林は植生回復の阻害要因の
減少 に寄与し、侵入種の定着を促 進する効果を持つことを示した。
  生存率が高く成長の速い樹種による単一的な植林は、劣化した土地における
森林再生手法として用いられる。研究対象地では、樹木の生育環境が厳しいこ
とや近年個体数が増加しているェゾシカ（Cervus門なヮon）による被食があるこ
とから、特定の非在来種を主体とした単一的な植林が行われてきた。一般に、
植林地での林冠疎開は新たな個体の侵入や定着を促進させ、一時的に光環境を
改善することで林床個体の成長を促進する効果が期待される。第3章では、非
在来種であるカラマツ植林地において、林冠疎開処理や被食除去処理が林床稚
樹の動態や成長に及ぼす効果について検証した。稚樹の動態をセンサス期間の
新規加入率、死亡率によって示した。また稚樹の樹高成長に対する処理効果に
ついて、一般化線形混合モデルによる解析を行った。被食除去処理によって、
多種の稚樹が林床に侵入定着し、それらは耐陰性や非耐陰性の種から成る針広
混交林の種構成を反映していた。林冠疎開処理に対する反応は針葉樹と広葉樹
で異なっていた。疎開処理は、稚樹の成木への進級率を高め、光環境に対して
強い可塑性を示すトドマツ（イbies sachalinensお）の稚樹樹高成長を促進させる
一方で、広葉樹稚樹の定着や樹高成長に対しては負の効果を示していた。特に
光に対する可塑性の弱い非耐陰性樹種は、疎開処理によって樹高成長を促進さ
れた種によって被圧されている可能性を示唆した。
  第4章では、第1章から第3章で得られた結果をもとに、森林再生手法につ
いて考察した。第2章では、植生回復における阻害要因の減少を目的とした単
一的な植林の有効性を評価した。第3章では、植林地の林冠構成種交代を目的
とした管理は、稚樹の種構成や生理形態的および生態的特性を考慮し、さらに
特定の種による排他的優占に注視する必要性を指摘した。本研究において、森
林の農地への転換や放棄地の発生には土地利用政策などの社会的要因が影響し、
また植生の回復過程では様々な生態学的要因が関連していることが明らかにな
った。さらに、現在の森林再生運動には管理計画の意思決定を行う専門家以外
にも一般市民が投資家として重要な位置を占めており、社会的要因としてより
個人の意志が重要になってくると考えた。持続的な管理のためには非在来種に
よる単一植林の有効性とりスクを科学的知見に基づいて評価公表し、合意形成
手法の検討を行う必要がある。本研究で示した歴史的背景や生態学的な情報は、
これらの過程において不可欠なものである。
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列を用いて、開拓期・放棄期・植林期における植生面積の時間変化をモデル化した。
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期間の新規加入率、死亡率によって示し、稚樹の樹高成長に対する処理効果について、

一般化線形混合モデルによる解析を行った。被食除去処理によって、多種の稚樹が林

床に侵入定着し、それらは針広混交林の種構成を反映していた。林冠疎開処理は、稚

樹の成木への進級率を高め、光環境に対して強い可塑陸を示すトドマツの稚樹樹高成

長を促進させる一方で、広葉樹稚樹の定着や樹高成長に対しては負の効果を示した。

特に光に対する可塑陸の弱い非耐陰性樹種は、疎開処理によって樹高成長を促進され

たトドマツによって被圧されることを示唆した。

  第4章では、第1章から第3章で得られた結果をもとに、森林再生手法について考察

した。森林の農地への転換や放棄地の発生には土地利用政策などの社会的要因が影響
し、また植生の回復過程では様々な生態学的要因が関連していることが明らかになっ

た。さらに、現在の森林再生運動には管理計画の意思決定を行う専門家以外にも一般

市民が投資家として重要な位置を占めており、社会的要因として、より個人の意志が

重要になってくると考察した。持続的な管理のためには非在来種による単一植林の有
効性とりスクを科学的知見に基づいて評価・公表し、合意形成手法の検討を行う必要

がある。本研究で示した歴史的背景や生態学的な情報は、これらの過程において不可

欠なものであると結論した。

  審査委員一同は，学位申請者の挙げた以上の成果を高く評価した。また、申請者が

研究者として誠実かつ熱心に大学院博士課程における研鑽を積んだことや、単位修得

状況も勘案して，申請者が博士（環境科学）の学位を受けるのに充分な資格を有する

ものと判定した。


